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菊陽町男女共同参画
社会推進懇話会委員

堀川　妙子さん

　

私
が
「
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
さ
ん
さ

ん
の
会
」
会
長
に
な
っ
て
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
き
っ
か
け
は
「
熊
本
県
の
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
」
に
参
加
し
、
全
国
の
状
況
や
熊
本
県

の
現
状
を
知
っ
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
の

住
む
菊
陽
町
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

菊
陽
町
に
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
」
と
い
う
組
織
と
「
さ
ん
さ
ん

の
会
」
と
い
う
二
つ
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
行
政
が
深
く
関
わ
り
菊
陽
町
の

男
女
共
同
参
画
へ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
二
つ
の
組
織
の
違
い

は
「
懇
話
会
」
は
行
政
か
ら
委
員
を
委
嘱

す
る
も
の
で
す
が
、「
さ
ん
さ
ん
の
会
」

は
任
意
に
参
加
し
活
動
す
る
団
体
で
す
。

現
在
16
の
グ
ル
ー
プ
会
員
、
個
人
の
会
員

は
13
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の

組
織
が
、
毎
年
合
同
で
１
月
下
旬
「
よ
か

つ
れ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
と

い
う
名
称
で
し
た
が
、
昨
年
か
ら
「
よ
か

つ
れ
フ
ェ
ス
タ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
菊

陽
町
の
人
た
ち
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
、
性
差
を
認
め
合
い
、
共
に
歩
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
趣
旨
で
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
清
正
公
さ
ん
の

国
づ
く
り
」、
こ
れ
は
「
鼻
ぐ
り
井
手
」

を
題
材
に
し
た
寸
劇
で
す
。
ま
た
、
今
年

も
新
し
い
企
画
を
考
え
て
、
現
在
検
討
中

の
と
こ
ろ
で
す
。
男
女
共
同
参
画
と
い
う

と
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
そ
っ
ぽ
を
向

い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の
問
題
は

男
女
が
お
互
い
の
性
差
を
認
め
合
い
な
が

ら
、
お
互
い
を
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、

優
し
い
気
持
ち
で
、
共
に
歩
い
て
行
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
活
動
で
す
。
行
政
も
こ
の

問
題
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
元
気
な
町
に

し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
よ

か
つ
れ
フ
ェ
ス
タ
」
に
多
く
の
人
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

支
え
合
い　

と
も
に
歩
む　

幸
せ
の
み
ち

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

男女

共同

　私たちの住んでいる菊陽町は、住宅地の開発や大型店舗・
大企業の進出などで急激な都市化が進み、これに伴い犯罪件
数が非常に多くなっています。昨年1年間に町内で発生した
万引きや自転車・オートバイを盗む窃盗犯、車上ねらいなど
の刑法犯認知件数は452件であり、昨年の大津警察署管内の
件数910件のうち、約半数を占めています。このため、菊陽
町での犯罪が1件でも少なくなるよう住民・企業・町が一体
となり、安心して生活ができるように、犯罪に対する警察力
の強化を強く求める必要があります。犯罪のない安心して暮
らせるまちを目指して、ぜひご参加ください。
■日時　10月２日（水）
 午後６時～午後８時（開場：午後５時30分）
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容
　午後６時　　　 開会
　午後６時30分　講演
　   元警視庁私服捜査官　北芝　健さん
　　　　　　　　 ～犯罪のない明るい社会をめざして～
　午後７時50分　要望決議書採択
　午後８時　　　 閉会
■問い合わせ　総務課　交通防災係　☎（232）2111

安心・安全なまちづくりをめざす
町民大会を開催します 

第36回高齢者と女性の
交通安全の集いを開催します
　高齢者と女性の交通事故を減少させることを目的
に、高齢者と女性の交通安全の集いを開催します。
■日時　11月20日（水）　正午～午後４時20分
■場所　
　HSR九州交通教育センターレインボー熊本（大津町）
■対象者
　65歳以上の高齢者、または女性ドライバー
■内容　
正午　　　　　 集合（受付後、昼食）
午後１時　　　 開講式、オリエンテーション
午後１時20分　座学　
　　　　　　　 テーマ
　　　　　　　 「高齢者のための交通安全について
　　　　　　 　～危険予測運転～」
午後２時30分　実技・高齢者に多い事故事例実験   
　　　　　　　 健康診断（予定）
午後４時　　　 閉講式
■申込期限　10月31日（木）
■申し込み・問い合わせ
　総務課　交通防災係　☎（232）2111

保
育
所
の
新
設
に
向
け
て
認
可
保
育
所
の

設
置
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

保育

問 

福
祉
課　

保
育
所
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

■
申
込
期
限

　

10
月
31
日（
木
）午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
）

■
募
集
施
設
数　

２
カ
所

■
開
所
時
期　

平
成
27
年
４
月
１
日

■
土
地　

応
募
者
で
用
意
す
る
こ
と

■
施
設
整
備
費（
建
物
建
設
費
）　

　

菊
陽
町
安
心
こ
ど
も
基
金
特
別
対
策
事

業
補
助
金
交
付
要
領
に
基
づ
く
保
育
所
新

築
の
場
合
の
補
助
制
度
は
、
平
成
26
年
度

で
同
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
た
場
合
の
み

交
付
し
ま
す
。
保
育
所
用
地
の
購
入
や
整

地
な
ど
に
関
す
る
補
助
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
公
募
条
件（
主
な
も
の
）

❶
町
の
保
育
行
政
を
よ
く
理
解
し
、
児
童

福
祉
事
業
に
熱
意
を
持
ち
、
積
極
的

に
協
力
で
き
る
こ
と

❷
県
内
の
社
会
福
祉
法
人（
新
設
を
含
む
）

で
、
保
育
事
業
を
遂
行
で
き
る
十
分
な

資
力
や
信
用
、
技
術
能
力
な
ど
が
あ
り
、

継
続
的
に
安
定
し
た
保
育
所
運
営
が
で

き
る
こ
と

❸
事
業
者
や
事
業
の
代
表
者
が
、
国
税
や

地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

❹
事
業
者
の
関
係
者
が
暴
力
団
、
ま
た
は

そ
の
関
係
者
で
な
い
こ
と

■
申
込
方
法

　

電
話
で
予
約
し
、
福
祉
課
保
育
所
係
へ

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類　

　
「
菊
陽
町
民
間
保
育
所
設
置
認
可
事
業

者
募
集
要
項
」
で
定
め
る
も
の（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

■
注
意
事
項

　

町
は
、
今
回
の
募
集
で
事
業
者
の
決
定

の
み
行
い
ま
す
。
当
該
事
業
者
は
、
法
人

設
立
認
可
申
請
・
保
育
所
設
置
認
可
申
請

を
熊
本
県
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
認
可
保
育
所
を
設
置
・
運
営
す
る

事
業
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■募集地区・定員

募集地区 定員

緑ヶ丘、緑陽台、宮ノ上、
ひばりヶ丘、あさひヶ丘、
津久礼ヶ丘

光の森１～７町内、三里木北、
新山、北新山、新成、杉並台、
東ヶ丘、沖野、境の松

120人

90人

菊陽中部小学校の新校舎で授業がスタートしました 
　夏休み中に学校移転が完了した菊陽中部小学校は、８
月27日に新校舎で二学期が始まりました。 子どもたちは、
教室に入るなり興奮気味で友達と各部屋を興味深く見て
回りました。「ホテルみたい」「トイレも自動で電気がつ
いてすごい」「眺めがいいな」など新校舎での木の香り
と新しい環境に大満足の様子でした。始業式で岩根校長
は「新校舎での新しいスタートです。この校舎で歴史と
伝統を新たにつくっていきましょう。また、この校舎を
作った工事関係者や地域の人々、中心となった町の人々
に感謝し、大切に使っていきましょう」とあいさつ。そ

の後、各学年や学級で学校での過ごし方の説明や校舎見
学を行い､子どもたちはうれしそうに新校舎の空気を感
じていました。菊陽中部小合唱部は９月10日、光庭で今
月の歌「シンプル プラン」を歌い、子どもたちは友達の
歌声に感動しながら瞳を輝かせて聞いていました。歌が
終わると大きな拍手が湧き、学校が一つになったような
雰囲気に包まれました。窓から見る景色は、遠くに俵山
や阿蘇山、飯田山、近くに白川や田園が広がり、素晴ら
しい環境です。この素晴らしい風景と環境の中、子ども
たちは一歩一歩新しい歴史を刻んでいきます。

▲光庭で「シンプル プラン」を歌う中部小合唱部 ▲屋上の開放感あふれるプールで泳ぐ子どもたち

ひかりにわ

■問い合わせ　教育委員会　学務課　☎（232）4918

ひかりにわ


